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２．組織の概要及び対象範囲 

（１）事業者名及び代表者名   

有限会社 坂井商店  代表取締役 坂井 茂夫  

（２）設立  

昭和 38年 1 月 15 日 坂井商店 （自営業） 創業 

平成 5 年 11 月 15 日 有限会社 坂井商店 設立                                                                

（３）資本金    

10,000,000 円                                                                                                                                                                                                             

（４）事業所の所在地  

⚫ 本社及び中間（焼却）処理場：佐賀県佐賀市久保泉町大字下和泉一本椎 635 番 1 

⚫ 積替え保管・中間（破砕・圧縮）処理場：佐賀県佐賀市久保泉町大字下和泉五本椎 245番 1 

⚫ 安定型最終処分場：佐賀県神埼市脊振町鹿路 1199-41、1199-99、1199-100 

⚫ 資材・機材置場：佐賀県佐賀市久保泉町大字下和泉一本椎 613 番 2 

⚫ 駐車場：佐賀県佐賀市久保泉町大字下和泉字一本椎６３７番 1 

（５）管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者 ： 坂井 賢一郎  
連絡先 ： TEL 0952-98-0118  FAX 0952-98-3249  

Ｅ-ｍａｉｌ yu-sakai@carrot.ocn.ne.jp 

（６）事業年度及び取組期間 

事業年度 ： 毎年 7 月１日から翌年 6月 30日 
  取組期間 ： 令和 4 年 7月 1 日～令和 5年 6 月 30 日 

  

 

mailto:yu-sakai@carrot.ocn.ne.jp
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（７）実施体制 

 

 

(８)有資格者 

産業廃棄物最終処分場技術管理者 2名， １級土木施工管理技士 １名， 産業廃棄物焼却施設技術管理者 １名 

２級管工事施工管理技士 １名， ２級土木施工管理技士 ３名，   産業廃棄物破砕・リサイクル施設技術管理士 １名 

２級建設機械施工管理技士 １名、   一般建築物石綿含有建材調査者 １名 
  

坂井 社長 
代表取締役

深川

事務管理部門3名

坂井 専務

環境管理責任者

石田

現場管理部門10名

石田 

収集運搬班

小渕

一般廃棄物担当

原

産業廃棄物担当

小園

中間処理班

石田 

最終処分班

北村

建設工事班

柳川 常務 

安全運転管理者

坂井 専務

EA21委員会6名

坂井 事務長 

EA21事務局4名

坂井 事務長

安全衛生推進者

※ 各部門・班・担当に記載している者を責任者とする。 

※ 各部門・班・担当の従事者は兼務している。 
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３．事 業 の 概 要 

（１）事業の規模 

 当社の事業規模は次の通りです。 

活動規模 単位 令和 3 年度 令和 4 年度 

総売上高（税込）※ 百万円 244 270 

従業員 人 15 17 

本社及び中間（焼却）処理場 ㎡ 3,996.80 3,996.80 

中間（破砕・圧縮）処理場 ㎡ 1,897.86 1,897.86 

安定型最終処分場 ㎡ 12,761.00 12,761.00 

資材・機材置場 ㎡ 1,504.07 1,504.07 

総敷地面積 ㎡ 20,159.73 20,159.73 

取扱産廃量 t 3944 4595 

解体工事に伴う産廃量（取扱産廃量に含む） ｔ 22 7 

取扱一廃量 t 2626 2429 

取扱有価物量 t 668 673 

産廃処理後の有価物量 ｔ 125 173 

総取扱量 t 7113 7524 

           
 ※総売上高については、土木建築資材の販売、解体及び土工事、一般廃棄物収集運搬及び産業廃棄物収集運搬、産業廃棄物処分の売上と有価物売却高等を含む。 

※各項の数値については小数点以下四捨五入。 
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（２）事業の内容 

①土木建築資材の販売 

②建設業（土木工事業、とび・土工工事業、しゅんせつ工事業） ： 建設業の許可 佐賀県知事許可第 7905 号 

③一般廃棄物処理業【収集・運搬(積替え及び保管を除く)】  : 佐賀市許可番号佐市循推第 359 号(有効期間：令和 4 年 4 月１日～令和 6 年 3 月 31 日)取扱品目：一般廃棄物 

 : 神埼市生環第 1-7 号（許可期限：令和 5 年 4 月１日～令和 7 年 3 月 31 日）取扱品目：一般廃棄物 

④産業廃棄物収集運搬業【積替え及び保管を除く（佐賀県のみ積替え及び保管有り)】 

⑤特別管理産業廃棄物収集運搬業(積替え及び保管を除く) 

⑥産業廃棄物処理業（中間処理（焼却・破砕・圧縮）、最終処分（安定型）） 

⑦古物商：許可第 911010008478 号 

（３）事業活動に関する許可、登録の内容（※④⑤⑥の許可の内容） 

 

都道府県及び
政令市

積
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え
保
管

優
良
認
定

許可年月日及び
有効期限

許可番号

燃
え
が
ら

汚
泥

廃
油

廃
酸
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リ
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ず
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ず
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ゴ
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ん
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ず
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ず

コ
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く

ず
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く
ず

が
れ
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動
植
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渣

動
物

系
固

形
不

要

物

動
物
の
糞
尿

動
物
の
死
体

１
３
号
廃
棄
物

ダ
ス
ト
類

廃
石
綿

令和5年3月22日 ※☆ ※☆ ※☆

令和12年3月21日 ● ● ●

佐賀県 平成30年11月21日

（特管） 令和7年11月20日

令和4年12月28日 ※☆ ※☆ ※☆

令和11年12月27日 ● ● ●

令和2年3月3日

令和9年3月2日

令和4年11月27日 ※☆ ※☆ ※☆

令和11年11月26日 ● ● ●

令和4年9月18日 ※☆ ※☆ ※☆

令和11年9月17日 ● ● ●

令和4年6月22日 ※☆ ※☆ ※☆

令和9年6月21日 ● ● ●

佐賀県 令和5年3月22日

（焼却処理） 令和12年3月21日

佐賀県 令和5年3月22日

（破砕処理） 令和12年3月21日

佐賀県 令和5年3月22日

（圧縮処理） 令和12年3月21日

佐賀県 令和5年3月22日

（安定型最終処分場） 令和12年3月21日

※石綿含有産業廃棄物を含む

☆水銀使用製品産業廃棄物を含む

産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 許　　可　　品　　目

① 佐賀県 有 ㊝ 04111016143 ● ● ※● ● ● ※● ● ●● ● ● ※● ※● ※●

㊝ 04151016143

● ● ●

●

③ 福岡県 無 ㊝ 04000016143

●② 無

④
福岡県
（特管）

無 ㊝ 04050016143

※● ※● ● ● ● ※●● ● ● ● ● ※●

●

●

●

⑥ 長崎県 無 ㊝ 04200016143 ● ●

● ※●● ● ● ● ● ●⑤ 熊本県 無 ㊝ 04305016143 ●

● ● ● ※● ※● ※●

● ● ※● ●

● ● ●※● ● ※● ● ●

● ● ※● ※●⑦ 大分県 無 04407016143 ●

産 業 廃 棄 物 処 分 業 許　　可　　品　　目

⑧

㊝ 04141016143

● ● ● ●※● ※● ● ● ※● ●● ●

㊝ 04141016143

● ● ●

●

㊝ 04141016143

● ☆● ☆● ●☆● ● ● ●

㊝ 04141016143

●● ● ● ●

※● ※● ※●※● ※●
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（４）施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理施設の種類 焼却施設（１号炉） 焼却施設（２号炉） 

処理能力 9.6ｔ／日（8 時間） 0.8ｔ／日（5 時間） 

産業廃棄物の種類 紙屑、木屑、繊維屑 紙屑、木屑 

施設の設置場所 佐賀市久保泉町大字下和泉字一本椎 635 番 1 

設置年月日 平成６年 1 月 14 日 平成 3 年 4 月 1 日 

処理方式 バッチ燃焼式 固定床炉 バッチ燃焼式 固定床炉 

炉床面積 22.04 ㎡ 6.83 ㎡ 

構造及び設備の概要 

燃焼ガス温度 850℃以上 
燃焼ガス滞留時間 2 秒以上 
スクラバー・サイクロン 

燃焼ガス温度 850℃以上 
燃焼ガス滞留時間 2 秒以上 
乾式サイクロン 

焼却灰の処分方法 管理型埋立又は固化 

 

処理施設の種類 最終処分場（安定型） 

処理能力 面積 9,705 ㎡  容量 95,615 ㎥ 

産業廃棄物の種類 
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず 
陶磁器くず・ゴムくず・がれき類 

施設の設置場所 神埼市脊振町鹿路 1199-41、1199-99 1199-100 

設置年月日 平成 8 年 6 月 7 日 

処理方式 多段式積上げ方式 

構造及び設備の概要 コンクリート堰堤 排水溝 沈砂池 

残容量 72,455 ㎥（令和 5 年 3 月 31 日現在） 

  

【1 号炉】 【２号炉】 

【最終処分場】 
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処理施設の種類 破砕施設（固定式） 圧縮施設 

処理能力 

廃プラスチック類：1.9ｔ/日（８

時間） 

紙くず：1.9ｔ/日（８時間） 

木くず：1.7ｔ/日（８時間） 

繊維くず：1.7ｔ/日（８時間） 

動植物性残さ：2.9ｔ/日（８時

間） 

ゴムくず：3.5ｔ/日（８時間） 

金属くず：1.7ｔ/日（８時間） 

がれき類：3.4ｔ/日（８時間） 

ガラスくず・コンクリートくず・

陶磁器くず：3.5ｔ/日（８時間） 

廃プラスチック類：6.8ｔ/日

（８時間） 

紙くず：15ｔ/日（８時間） 

繊維くず：12ｔ/日（８時間） 

ゴムくず：26ｔ/日（８時間） 

金属くず：4.3ｔ/日（８時間） 

 

産業廃棄物の種類 

紙屑・木屑・繊維屑・廃プラス
チック類・ゴム屑・金属屑・動
植物性残さ・がれき類・ガラス
くず、コンクリートくず、陶磁
器くず 

紙屑・繊維屑・廃プラスチッ
ク類・ゴム屑・金属屑  

施設の設置場所 佐賀市久保泉町大字下和泉字五本椎 245 番 1 

設置年月日 平成 13 年 8 月 27 日 平成 13 年 8 月 27 日 

処理方式 一軸破砕方式 油圧式プレス方式 

構造及び設備の概要 
投入ホッパー・油圧式プッシャ
ー・ベルトコンベア ホッパー・結束機 

処理施設の種類 破砕施設  

産業廃棄物の種類 

廃プラスチック類・金属くず・
ガラスくず、コンクリートく
ず、陶磁器くず（廃蛍光管に限
る。） 

 

設置年月日 令和４年１月２５日  

処理能力 
4.0ｔ（１６０００本）/日（８
時間）  

トラックスケール 地上型  秤量 40ｔ 

【圧縮機】 

【破砕機】 
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積替え保管施設 

   
所 在 地 佐賀県佐賀市久保泉町大字下和泉２４５番 1 

構 造 屋内保管場所（鉄製コンテナ） 屋内保管庫 

面 積 7.76 ㎡ 2.15 ㎡ 2.15 ㎡ 2.15 ㎡ 5.44 ㎡ 4.22 ㎡ 

種 類 
紙くず 
木くず 

繊維くず 
燃え殻 鉱さい ばいじん 廃酸 動植物性残渣 

保管上限 11.93 ㎥ 2.09 ㎥ 2.09 ㎥ 2.09 ㎥ 2.4 ㎥ 2.04 ㎥ 

高 さ  1.94 ｍ 1.05 ｍ 1.05 ｍ 1.05 ｍ 0.96 ｍ 0.73 ｍ 

 

構 造 屋内保管場所（鉄製コンテナ） 

面 積 7.76 ㎡ 7.76 ㎡ 7.36 ㎡ 7.39 ㎡ 

種 類 

がれき類、廃プラスチッ
ク類、金属くず、ゴムく
ず、ガラスくず・コンク
リートくず・陶磁器くず 

ガラスくず・コンクリー
トくず・陶磁器くず（廃
石膏ボードに限る） 

石綿含有産業
廃棄物 

汚泥 

保管上限 11.93 ㎥ 11.93 ㎥ 7.99 ㎥ 9.78 ㎥ 

高 さ 1.94 ｍ 1.94 ｍ 1.47 ｍ 1.71 ｍ 

 

構 造 屋内保管庫（ドラム缶） 

面 積 1.69 ㎡ 2.73 ㎡ 

種 類 

廃プラスチック類、金属
くず、ガラスくず・コン
クリートくず・陶磁器く
ず（廃蛍光管に限る） 

汚泥、金属くず(廃乾電
池に限る) 

廃アルカリ 廃油 

保管上限 0.438 ㎥ 0.219 ㎥ 0.219 ㎥ 2.628 ㎥ 

高 さ 0.900 ｍ 0.900 ｍ 0.900 ｍ 1.800 ｍ 
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（５）運搬車両の概要 

 

  車体の形状 最大積載量 台数 

塵芥車（２ｔパッカー車） 2,000㎏ 1台 

塵芥車（３ｔパッカー車） 3,000㎏ 4台 

ダンプ（２ｔ車） 2,000㎏ 2台 

ダンプ（２ｔ車） 1,650 ㎏ 1台 

ダンプ（４ｔ車） 3,850㎏ １台 

キャブオーバ（ユニック車） 2,200㎏ １台 

キャブオーバ 2,000 ㎏ 1台 

脱着装置付コンテナ専用車(４ｔ) 3,850㎏ ２台 

脱着装置付コンテナ専用車(４ｔ) 3,700 ㎏ 1台 

脱着装置付コンテナ専用車(２ｔ) 2,000㎏ １台 

ダンパー (清掃車)  2,770㎏ １台 

1.産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低排出ガス車の導入状況

全保有台数 16 台　（ 100% )

①平成１２年基準排出ガス車　良☆ 台　（ )

②平成１２年基準排出ガス車　優☆☆ 台　（ )

③平成１２年基準排出ガス車　超☆☆☆ 台　（ )

④平成１２年基準超低ＰＭ排出ディーゼル車　☆☆☆ 台　（ )

⑤平成１２年基準超低ＰＭ排出ディーゼル車　☆☆☆☆ 1 台　（ 6% )

⑥平成１７年規制適合車 台　（ )

⑦平成１７年基準排出ガス車　☆☆☆ 台　（ )

⑧平成１７年基準排出ガス車　☆☆☆☆ 台　（ )

⑨平成１７年基準排出ガス重量車　☆ 台　（ 0% )

⑩平成１７年基準排出ガス重量車　★ 1 台　（ 6% )

⑪平成22年規制適合車 6 台　（ 38% )

⑫平成28年規制適合車 7 台　（ 44% )

2.産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低燃費車の導入状況

16 台　（ 100% )

①- 台　（ )

②１０％低減レベル 台　（ )

③- 台　（ )

④５％低減レベル 台　（ )

⑤１０％低減レベル 台　（ )

⑥１５％低減レベル 台　（ )

⑦２５％低減レベル 台　（ )

平成２７年度燃費基準達成車 ⑧- 4 台　（ 25% )

⑨５％低減レベル 2 台　（ 13% )

⑩１０％低減レベル 7 台　（ 44% )

⑪１５％低減レベル 1 台　（ 6% )

全保有台数

平成１７年度燃費基準達成車

平成２２年度燃費基準達成車

（低燃費車の導入目標）

①平成30年３月末までに平成27年燃費基準達成車（⑧）の占める割合を全保有台数の12.5％以上とする。

平成２９年５月目標達成

②令和5年3月末までに平成27年燃費基準達成車（⑧）の占める割合を全保有台数の50％以上とする。

令和元年１１月目標達成

③令和6年3月末までに平成27年燃費基準達成車（⑧）の占める割合を全保有台数の60％以上とする。

令和３年３月目標達成

④令和7年３月末までに平成27年燃費基準達成車（⑧～）の占める割合を全保有台数の80％以上とする。

令和５年３月目標達成

運搬車の排ガスレベル 台数　（　割　合　）

（低排出ガス車の導入目標）

①平成30年３月末までに平成17年規制適合車～（⑥～⑪）の占める割合を保有台数の25％以上とする。

平成２９年７月目標達成

②令和3年3月末までに平成17年規制適合車以上（⑥～⑫）の占める割合を保有台数の50％以上とする。

平成30年11月　目標達成

③令和5年3月末までに平成17年規制適合車以上（⑥～⑫）の占める割合を保有台数の60％以上とする。

令和2年3月　目標達成

④令和7年3月末までに平成17年規制適合車以上（⑥～⑫）の占める割合を保有台数の90％以上とする。

運搬車の燃費低減レベル 台数　（　割　合　）
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（６）処理工程図と総取扱廃棄物量及び受託した廃棄物処理量 

産業廃棄物の一連の処理の工程 （令和４年 7 月～令和 5 年 6 月） 
自社処理                          委託処理 

 
 

木 く ず 
リ・ウッド/ショウエイ

環境/鶴松造園建設 
堆肥化 168.52 ｔ 

木 く ず 九州商事 再生ボード 0.000 ｔ 

木 く ず 佐賀県環境クリーン財団 発電 0.000 ｔ 

繊 維 く ず 
UBE 三菱セメント/佐賀

県クリーン財団/環境リ

サイクルエネルギー 

セメント熱源・原料・発電 1.028 ｔ 

廃 プ ラ  
紙 く ず 高野環境 RPF 原料 9.530 ｔ 

廃 プ ラ 
紙 く ず 

UBE 三菱セメン/佐賀県

クリーン財団/環境リサ

イクルエネルギー 

セメント熱源・原料・発電 263.380 ｔ 

廃 プ ラ 佐賀クリーン環境 溶融プラスチック原料 1.164 ｔ 

廃 プ ラ 大島産業 焼却 6.700 ｔ 

廃プラ＋がれき類
+ 金 属 く ず 信成開発/丸和 安定型埋立 

370.090 
15.400 
0.034 

ｔ 

動 植 物 性 残 さ 大日技研 たい肥化 0.000 ｔ 

金 属 く ず 大坪産業・サキンエコリ

サイクル 
金属再生 80.642 ｔ 

蛍 光 管 西日本ガラスリサイ

クルセンター 
ガラス再生 0.350 ｔ 

石膏ボード NRS ボード再生 29.210 ｔ 

が れ き 類 谷田建設・ 再生骨材 0.000 ｔ 

廃 プ ラ ス  
チ ッ ク 類 

前田通商 売却（プラスチック製品原料） 92.660 ｔ 

紙 く ず (株)3R→石辰原料 製紙原料として売却 0.04 ｔ 

 

持ち出し量（     +    ） 1143.888 ｔ 

 

 

焼 却 残 渣 率 

 
9.8％ 

受

入 

0.000ｔ 

321.866ｔ 

3.221ｔ 

697.782ｔ 

67.106ｔ 

574.959ｔ 

・ゴムくず 

・廃プラスチック類 

・金属くず 

・がれき類 

・石綿含有産業廃棄物 

・硝子・コンクリートく

ず 

及び陶磁器くず 

0.290ｔ 

7.780ｔ 

0.000ｔ 

465.878ｔ 

15.750ｔ 

・紙くず 

・繊維くず 

・ゴムくず 

・廃プラスチック類 

・金属くず 

133.68ｔ 

0.000ｔ 

0.340ｔ 

0.050ｔ 

532.429ｔ 

64.892ｔ 

0.000ｔ 

12.240ｔ 

150.830ｔ 

23.786ｔ 

0.398ｔ 

・木くず 

・紙くず 

・繊維くず 

・ゴムくず 

・廃プラスチック類 

・金属くず 

・動植物性残さ 

・がれき類 

・ガラス・コンクリ

ート・陶磁器くず 

・石膏ボード 

・蛍光管 

958.803ｔ 

105.316ｔ 

10.734ｔ 

・木くず 

・紙くず 

・繊維くず 

1074.853ｔ 

㋐ 

焼 却 

918.645ｔ 

㋑ 

破 砕 

489.698ｔ 

㋒ 

圧 縮 

2037.152ｔ 

破砕 ⇒ 

①C 372.218t

を含む 

㋓ 

安定型 

埋 立 

処理前保管量 19.843ｔ 

処理後保管量 17.220ｔ 
総 受 入 量 4148.130ｔ 

福南・ふたじま

不動 

昭栄・篠原建設 

 

燃 え が

ら 

造粒固化・再生骨材 

管理型埋立 

82.750  ｔ 

22.390  ｔ 

① C372.218 

210.2211

69.96210

ｔ 

①  

②  委託処理 

① ② 

売却 
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（7）マテリアルフロー図（令和 4年度） 

 

ⅰ 取扱い産業廃棄物 

 

 
 

  

Ａ：自社中間処理取扱い量 

① Ａ 持込及び他社収集運搬業者 1073.216t 
㋒圧縮 489.698 t 

㋑破砕 918.645 t 

㋒焼却 1074.853
 t 
t 

排出事業者 

排出事業者 

（自社請負解体） 

⑫ 収集運搬業 
(他社) 

  6.500t 

ａ1409.980 t 

 

ｂ 1568.279t 

 

⑦ 中間処理(他社処理) 438.032t 

⑧ 安定型最終処分(自社処理) 1127.537t 

⑨ 安定型最終処理(他社処理) 0.000t 

⑩ 管理型最終処分(他社処理) 2.710t 

⑫Ａ 中間処理(他社リサイクル)  0.000ｔ 

⑫Ｂ 安定型最終処分(他社処分) 6.500t 

⑦Ａ 単純焼却・中和処理 1.950 t 

⑦Ｂ 再資源化 436.082 t 

⑪（⑧＋①Ｂ＋①C） 2037.152t 

① 収集運搬業 
(自社) 

 2978.259 t 

①＝ａ＋ｂ 

① Ｂ 持込及び他社収集運搬業者 537.397t 

Ｂ：自社中間処理を除く取扱量 

リサイクル 
③ + ③’ ＝ 7 2 9 . 2 7 4 t  

⑦’ 単純焼却（他社処理） 6.700 t 

③ 再資源化等（他社処理） 646.524 t 

④ 安定型最終処分（自社処理） 372.218 t 

⑤ 安定型最終処分（他社処理） 385.524 t 

⑤’ 管理型最終処分（他社処理） 0.000 t 

⑥ 管理型最終処分（他社処理） 22.390 t 

③’ 焼却灰リサイクル（他社処理） 82.750 t 

② 中間処理(自社処理) 2483.196t 

②＝①Ａ+ａ 

最終処分 

④ + ⑤ ＋ ⑤’ ＋ ⑥ 7 8 0 . 1 3 2 ＝ t  

① C:㋑破砕⇒④埋立 372.218t 

産業廃棄物自社受入量    +    -  ＝ 4148.130 t ② ⑪ ①Ｃ 
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ⅱ 取扱い一般廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ 取扱い有価物 

 

 

 

 

 

 

ⅳ 総取扱い廃棄物量 

 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ー ＝7524.196  t 

  

㈲ 坂井商店排出 0.291 t 

排出事業者（他社分） 489.719 t 

佐賀市委託分 1939.110 t 

⑬ 自社収集運搬 2429.12 t 

⑭ 自社収集運搬 673.046 t 

各自治体 2429.12 t 

㈲ 坂井商店排出 0.254 t 

排出事業者（他社分） 672.792t 

売 却 673.046 t 

（⑮ 産廃 173.342 t 含む） 

① 

 

①Ｂ ①Ａ ⑬ ⑭ ⑮ ⑫ 
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（8）マテリアルバランス 

 

  

エネルギー投入量 ＣＯ２排出量

営業車両 ガソリン 29,164 MJ 営業車両 ガソリン 1,957 kg-CO2

車両 軽油 1,612,025 MJ 　◆とび、土工工事、浚渫工事 車両 軽油 110,746 kg-CO2

Ａ重油 1,188,640 MJ 　 ・解体工事0件 Ａ重油 82,373 kg-CO2

軽油(発電機） 28,810 MJ 軽油(発電機） 1,979 kg-CO2

軽油(重機） 279,264 MJ 　◆一般廃棄物の収集運搬 軽油(重機） 19,186 kg-CO2

ＬＰガス 652 MJ ＬＰガス 39 kg-CO2

電力 842,529 MJ 　◆土木工事業 電力 33,341 kg-CO2

軽油(重機） 51,485 MJ 軽油(重機） 3,537 kg-CO2

電力 35,604 MJ 　◆金属類、廃プラスチック類　 電力 1,409 kg-CO2

資材置場 軽油(重機） 9,015 MJ 　　等有価物の買取及び販売 資材置場 軽油(重機） 619 kg-CO2

最終処分場 軽油(重機） 118,458 MJ 最終処分場 軽油(重機） 8,138 kg-CO2

ガソリン 6075 MJ 　◆土木建築資材の販売 ガソリン 408 kg-CO2

灯油 0 MJ 灯油 0 kg-CO2

ＬＰガス 346 MJ ＬＰガス 21 kg-CO2

電力 90593 MJ 　◆産業廃棄物（特別管理産業　 電力 3,585 kg-CO2

計 4,292,660 MJ 計 267,338 kg-co2

　　廃棄物を含む）の収集・運搬
394.500 ㎥ 　　及び処理処分

循環資源購入量 再生骨材 1.500 ㎥ 　　建設・運営管理 資材販売・建設資材 396.000 ㎥

廃プラ 0.000 ｔ

金属 0.000 ｔ

古紙 222.820 ｔ 焼却量：　1074.853　t
（★産廃処理   

廃棄物取扱量 破砕量： 　918.645　t 廃プラ 92.660 ｔ

廃プラ 92.598 ｔ 金属 167.526 ｔ

金属 167.476 ｔ 圧縮量： 　489.698　t 古紙 412.860 ｔ

古紙 189.898 ｔ 計 673.046
廃プラ 0.062 ｔ 埋立量：　2037.152　t
金属 0.050 ｔ （破砕後埋立372.218ｔ含む）
古紙 0.142 ｔ 廃棄物排出量
☆計 673.046 計 ：　4148.130　t
（★産廃処理   

佐賀市委託分 1,939.110 ｔ

他社排出 489.719 ｔ 　◆上記に付帯関連する一切の
自社排出 0.291 ｔ 　　業務
☆計 2,429.120
自社収運 2,537.517 ｔ

持込み（自社解体分含む） 1,610.613 ｔ

自社収運 440.742 ｔ 計 1,818.211
自社解体 6.500 ｔ

☆計 4,595.372

7,524.196

114.000 ㎥ 114.000 ㎥

※井水に関しては、焼却施設の冷却用に使用していますが、蒸発水を補充する程度なので、カウントしていません。

リサイクル

173.342　t　を含む）

有価物

他社排出

自社排出

ｔ

水 使 用 量 総 排 水 量

他社処理

一般廃棄物 2,626.290 ｔ

一般廃棄物

産業廃棄物
処分 770.149 ｔ

産業
廃棄物

☆計の合計 － ★有価物産廃処理分

1,048.062自社処理

事務所 事務所

バージン資源購入量

有価物

令和4年度事業活動のマテリアルバランス

インプット アウトプット

 事  業  活  動

事業 事業

焼却炉 焼却炉

破砕・圧縮 破砕・圧縮

125.361　t　を含む）
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４．環境経営目標及び環境経営計画の取組みと実績評価 

 

前提：弊社の各環境目標の基準値については、平成 17 年度途中からエコアクションに取組み始めた為 

データを遡り 1 年分取れた項目は基準年度を 17 年度とし、それ以外は 18 年度を基準としています。 

 

＜ 環境経営目標と実績及び評価 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※化学物質の使用はありません。 

※建設廃棄物のリサイクルの推進に関しては、5 リサイクル率の向上に含まれています。また、解体工事等行ったときは 5S 事故 0 に努めま

す。 

 

単位 増減(b-a)

達成度
削減率・増加率

(b-a)/a

1 二酸化炭素排出量の削減維持　　 kg-CO2/t 49.24 41.36 以下 -4.51 4.98 41.36 以下

二酸化炭素総排出量／廃棄物総取扱量 削減率・増加率 17年度 (H17年度実績×84%) -10.90% 15.6% (17年度実績×84%)

二酸化炭素排出量の削減維持　　 Kg-CO2/百万円 1316.60 1211.27 以下 -221.67 60.54 1211.27 以下

二酸化炭素総排出量／総売上百万円あたり 削減率・増加率 17年度 (H17年度実績×92%) -18.30% 6.5% (17年度実績×92%)

2 廃棄物(一般廃棄物)排出量の削減維持 ㎏/100t 12.73 4.46 以下 -0.44 -0.21 4.46 以下

一般廃棄物排出量/廃棄物総取扱量100tあたり 削減率・増加率 17年度 (H17年度実績×35%) -9.97% -4.9% (H17年度実績×35%)

廃棄物(一般廃棄物)排出量の削減維持 ㎏/百万 3.23 1.45 以下 -0.38 -0.15 1.45 以下

一般廃棄物排出量/総売上百万円あたり 削減率・増加率 18年度 (H18年度実績×45%) -25.89% -12.4% (H18年度実績×45%)

3 コピー用紙使用量の削減維持 kg/100t 1.25 0.63 以下 0.27 0.31 0.63 以下

コピー用紙使用量/廃棄物総取扱量100tあたり 削減率・増加率 18年度 (H18年度実績×50%) 43.37% 51.8% (H18年度実績×50%)

コピー用紙使用量の削減維持 kg/百万円 0.32 0.28 以下 -0.04 0.07 0.28 以下

コピー用紙使用量/総売上百万円あたり 削減率・増加率 18年度 (H18年度実績×89%) -14.17% 39.8% (H18年度実績×89%)

4 総排水量の削減維持 ㎥/100ｔ 3.05 1.37 以下 0.20 0.05 1.37 以下

総排水量/廃棄物総取扱量100tあたり 削減率・増加率 17年度 (H17年度実績×45%) 14.50% 3.0% (H17年度実績×45%)

水使用量の削減維持 ㎥/百万円 0.92 0.44 以下 -0.02 -0.02 0.44 以下

総排水量/総売上百万円あたり 削減率・増加率 25年度 (H25年度実績×48%) -4.44% -5.1% (H25年度実績×48%)

5 リサイクル率の向上 46.80% 53.82%以上 0.58% -0.06 53.82%以上

総取扱廃棄物のリサイクル率 17年度 (H17年度実績×115%) 1.08% -9.3% (H17年度実績×115%)

6 オフィス用品のグリーン調達 100

グリーン購入リストに挙げた事務用品の購入率
○ 100%％ 100% 93.93% -6.07% 93.93%

0.422 104.65% ◎ 0.445

％ 54.40% 101.08% ◎ 60.00%

0.24 116.52% ◎ 0.17

1.57 87.34% △ 1.53

1.08 134.93% ◎ 1.23

0.90 69.75% × 0.59

989.61 122.40% ◎ 929.07

4.01 111.07% ◎ 4.22

評価
R3 年 度

実 績

対前年度

増減
R5年度目標

36.85 112.23% ◎ 31.87

環境目標
基準年度

実績
(a) R4年度目標

(b)R4 年 度

実 績

達成率

a/b

★環境経営目標の判定基準  ◎：達成率 100%以上 ○：達成率 90%以上 100%未満 

 △：達成率 70%以上 90%未満 ×：達成率 70%未満 
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（1）二酸化炭素排出量の削減 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 二酸化炭素排出状況 
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 化石燃料使用状況 
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電力使用状況 
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取 組 目 標 活 動 項 目 活 動 内 容 責 任 者 評価 

電 気 使 用 量 の 削 減 

室内の温度管理の徹底 冷房時：28℃  暖房時：20℃に保つ。 EMS 責任者 △ 

クールビズ 

ウォームビズ  

アイスリュック・クールリングの使用。空調服の使

用。 

ウォームリュック・ひざ掛け等の使用。 

EMS 責任者 〇 

電気ポットの不要時の電源 OFF。 お昼休みと終業時にコンセントを抜く。 石 田 ◎ 

ＯＡ機器の省エネモードの利用を推奨 全ての OA 機器設定を省エネモードにする。 坂 井 ◎ 

焼却炉及び破砕機・圧縮機の効率的な運転 業務終了時は、確実に発電機等の電源を切る。 柳 川 ◎ 

照明器具及びエアコン等を良好な状態に保つ 照明器具及びエアコンフィルターの定期的な清掃等。 深 川 ◎ 

光熱費削減 不要な電気を使わない、使用後は必ず OFF にする。 坂  井 ◎ 

化石燃料使用量の削減 

効率の良い運搬経路の見直し。 

廃棄物回収に併せて、処分場持込可能な運転経路を

選択。 

また、処分場の選択は距離を優先する。 

石 田 ◎ 

構内で使用する重機等の燃料使用量の削減 重機・車両の運転向上のため年 1 回の訓練を実施。 小  園 〇 

収集運搬車両の燃費向上。  

タイヤの空気圧の調整・車両の日常点検を行い記録

する。 

経済速度での運転の励行、アイドリングゼロ、急発

進・急ブレーキゼロの実行。 

柳 川 ◎ 

低公害車両の比率向上。 最新設備を備えた車両の更新。 社 長 ◎ 

焼却炉の効率的運転。      
水分を含んだ木くずを焼却しない。 

雨天時は、焼却前の木くず等をシートで覆う。 
小 園 ◎ 

令和 4 年度の取組目標と活動評価 
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取組結果の評価 

今年は売上の増加に伴い、廃棄物処理量も増加した。そのため排出 CO2 も増加してしまった。 

また猛暑の為、環境目標よりも社員の安全を重視した結果、事務所での電気使用量も増加してしまった。 

以上より、全体的に CO2 排出量の増加、並びに使用電力増加を招いてしまった。 

次回からは、社員の安全と会社の売上を維持しつつ、違った視点での環境経営計画を策定し、達成できるように全社員を交えて検討することにした。 
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（2）廃棄物（一般）排出量の削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取 組 目 標 活 動 項 目 活 動 内 容 責 任 者 評価 

一般廃棄物排出量の削減 

ゴミの分別の徹底 
紙、金属缶、ガラス瓶、プラスチック、電池等については、分別回収ボ

ックスの適正配置。 
深  川 ◎ 

封筒の再利用 郵便物等の使用済み封筒は、廃棄せずに再利用する。 坂 井 ◎ 

再生利用（売却）率の向上 売却ルートに載せられる容器等を使用した物品の購入に努める。 坂 井 ◎ 

ゴミの発生抑制 簡易包装の徹底、コピー用紙の裏紙利用。 坂 井 ◎ 

令和 4 年度 一般廃棄物再生利用の状況 

令和 4 年度の取組目標と活動 
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リサイクルについての取り組みは、廃棄物処理業者として、最も重要な課題だと考えている。 

この考え方は、全社員にも浸透しており、全員が一丸となって取り組んでいる姿勢がうかがえる。 

これからも「処分より先にリサイクルする」事を念頭に、業務にあたっていく所存である。 

取組結果の評価 
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（3）コピー用紙使用量の削減 
 

 

 
  

取 組 目 標 活 動 項 目 活 動 内 容 責 任 者 評価 

コピー用紙使用量の削減 

使用済紙の再利用及び 
両面印刷の推奨 

コピー機・プリンター裏紙専用トレイによるコピー裏紙再利用及び両面
印刷機能のフル活用。 EMS 責任者 ◎ 

ＦＡＸ送受信の印刷削減 
送信はプリントアウトせず、PC 上から送信。また可能であればメール
を活用。 
受信は、自動印刷されないよう設定し、不要な FAX は印刷しない。 

坂 井 〇 

システムによる業務の 
一元化 

独自に作成した業務管理システムによる販売管理・マニフェスト管理・
産廃税管理の一元化の推進。 坂 井 △ 

コピー用紙取扱量がとても増えてしまった原因は、求人のチラシ等を自社作成したことに起因する。 

次回からは、メールや映像を用いての訴求をできるように進めていく。 

取組結果の評価 

令和 4 年度の取組目標と活動 
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水使用量・排水量については社員の増加・汚れ仕事の増加などが平成 24 年～25 年をピ

ークに顕著に表れ、その後減少の傾向へ向かって来たので、努力の結果が見えるように

基準年度をピーク時の 25 年度としています。 

（4）水道使用量の削減 

    

    

 

 

 

取 組 目 標 活 動 項 目 活 動 内 容 責 任 者 評価 

水道使用量の削減 

洗濯・洗車時の節水 

洗濯物のまとめ洗いする。 深 川 ◎ 

洗車時はバケツを利用し、節水に努める。 原 〇 

汚れが酷い物は束子を使用し手洗い。 深 川 〇 

蛇口の閉め忘れゼロ 管理者は、帰宅前に必ず確認する。 EMS 責任者 〇 

業務上の節水 

ピット清掃時、ヤッケは古いものを着用し、洗
濯はしない。 北  村 〇 

燃え殻排出時、粉塵予防のための水かけは, 
可能な限り節水に心掛ける。 原 〇 

例年続く猛暑により、水使用量も増加傾向にある。 

今年度は、社員数も増加したので、その分微増したのではないかと考えられる。 

 

令和 4 年度の取組目標と活動 
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（5）総取扱廃棄物のリサイクル率の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取 組 目 標 活 動 項 目 活 動 内 容 責 任 者 評価 

総取扱廃棄物の 

リサイクル率の向上 

廃棄物の分別の徹底 

収集先の廃棄物分別徹底のための提案及び指導を行う。 EMS 責任者 〇 

分別回収箱への明確な表示。 小 園 〇 

解体現場での分別の徹底。 北  村 〇 

トラックスケールによる明確な重量把握 深  川 〇 

リサイクル情報収集及び発信 
リサイクル可能な取引先の開拓 EMS 責任者 ◎ 

収集運搬受託先及び持込業者への情報提供 EMS 責任者 〇 

排出業者のリサイクルへの理解 
書類の焼却処分を、破砕後 RPF 製造等のリサイクル処分へ移行で

きるように排出業者へお願いする。 
EMS 責任者 〇 

取組結果の評価 

リサイクル率の実績は、昨対比で少し下落してしまった。 

これは、周辺事業者が木くずのチップ原料を集めている事に起因する。 

弊社も周辺事業者に追いつくため、新たなリサイクル方法の確立がマストとなっている 

取組結果の評価 

R4 年度の取組目標と活動 
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(有)坂井商店 リサイクルセンター 
 
               

             

                                                                                           

      

再
製
品
化
及
び
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル 

●ペットボトル 

●廃プラ類（ビニール、ラップ類） 

●廃プラ類（硬質系） 

圧縮機 

破砕機 

破砕機 
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（6）オフィス用品のグリーン調達 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取 組 目 標 活 動 項 目 活 動 内 容 責 任 者 評価 

オフィス用品のグリーン調達 グリーン購入の実施 自社購入品目の確認及び、事務員全体に意義と必要性を周知 坂 井 〇 

 

R4 年度の取組目標と活動 

 グリーンコンシューマーとして、グリーン製品購入に努めている。今年は現状維持に落ち着いた。 

取組結果の評価 
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５．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟などの有無 

・大気汚染防止法 ・佐賀県環境の保全と創造に関する条例施行規則 

 ・水質汚濁防止 ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 

 ・特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） ・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法） 

 ・佐賀中部広域連合火災予防条例 ・ダイオキシン類対策特別措置法 

 ・使用済み自動車の再資源化等に関する法律(自動車リサイクル法) ・森林法 

 ・砕石技術指導基準書 ・計量法 

 ・労働安全衛生規則 ・道路交通法 

 ・道路運送車両法 ・資源の有効な利用の促進に関する法律の基本方針の改定及び判断基準省令の一部改定 

 ・石綿障害予防規則 ・佐賀市廃棄物の減量推進及び適正処理等に関する条例 

 ・古物商法  ・フロン排出抑制法 

上記の環境関連法規等一覧表を作成・管理し環境法規及びその他の要求事項について遵守手順を運用しています。 法律ごとに管理担当者を配置してお

り、違反・訴訟等はありません。 
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６．代表者による全体評価と見直しの結果・指示 

令和 4年度、ついに「ウィズコロナ」の時代に変化した。 

弊社の今年の会社としてのテーマは「販路開拓」環境目標としては「売上が増加しても環境指数は現状維持」を掲げ、営業担当は販路開拓に集
中、現場社員は回収ルートや消費電力の効率化を図り、それぞれ役割をもって会社の目標と環境目標の両目標達成に尽力した。 

会社としての目標は達成した一方、環境目標は、達成できたとは言い難い結果となった。その原因としては下記の通り挙げられる。 

① 会社の売上に伴い、廃棄物の処理量が増加、それにより環境負荷も増加 

② 例年通りの猛暑により、社員の安全面を最優先した結果、使用電力等が増加 

上記対応策として下記２点を挙げる。 

① について、業種の特性上、仕方ない部分はあるが「仕方ない」に甘んじるつもりはなく、今後も社員一丸となって少しでもリサイクルや削
減ができる方法を模索し続ける。 

② について、会社の設備を新しい物に変更し、使用電力の削減に取り組むように動いている。 

 

これら対応策を念頭に置き、ウィズコロナの時代に沿ったさらなる見直しを常に追求し、社員とお客様、環境を同時に守れる会社作りを目標と
掲げることとする。      

環境経営方針・実施体制は変更せず、環境経営目標・環境経営活動計画は現状維持・環境経営システムを現行通り運用する所存である。 

 令和 4年 7月 31日  代表取締役 坂 井 茂 夫 

７．次 年 度 の 取 組 

(1) 二酸化炭素排出削減：引き続き活動を継続し、動向を把握する。 

(2) 一 般 廃 棄 物 削 減：引き続きリユース・リデュース・リサイクルに取り組む。 

(3) コピー用紙使用量削減：引き続き裏紙利用・メールの活用・両面印刷に加え、チラシの電子化に取り組む。 

(4) 水 使 用 量 削 減：引き続き節水活動を継続する。 

(5) リ サ イ ク ル：引き続き活動を継続し、動向を把握する。 

(6) グ リ ー ン 購 入：来期も目標達成に努める。 
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８．中長期環境経営目標 

環境経営目標 
単位 

基準値 
中期目標 

令和 6 年度目標 
長期目標 

令和 7 年度目標 達成度 

1 

二酸化炭素排出量の削減維持   kg-CO2/t 
49.24 

41.36 以下 41.36 以下 

二酸化炭素総排出量／廃棄物総取扱量 削減率・増加率 -16% -16% 

二酸化炭素排出量の削減維持   Kg-CO2/百万円 
1316.60 

1211.27 以下 1211.27 以下 

二酸化炭素総排出量／総売上百万円あたり 削減率・増加率 -8% -8% 

2 

廃棄物(一般廃棄物)排出量の削減維持 ㎏/100t 
12.73 

4.45 以下 4.45 以下 

一般廃棄物排出量/廃棄物総取扱量 100t あたり 削減率・増加率 -65% -65% 

廃棄物(一般廃棄物)排出量の削減維持 ㎏/百万 
3.23 

1.45 以下 1.45 以下 

一般廃棄物排出量/総売上百万円あたり 削減率・増加率 -55% -55% 

3 

コピー用紙使用量の削減維持 kg/100t 
1.25 

0.81 以下 0.81 以下 

コピー用紙使用量/廃棄物総取扱量 100t あたり 削減率・増加率 -35% -35% 

コピー用紙使用量の削減維持 kg/百万円 
0.32 

0.28 以下 0.28 以下 

コピー用紙使用量/総売上百万円あたり 削減率・増加率 -10% -10% 

4 

総排水量の削減維持 ㎥/100ｔ 
3.05 

1.37 以下 1.37 以下 

総排水量/廃棄物総取扱量 100t あたり 削減率・増加率 -55% -55% 

水使用量の削減維持 ㎥/百万円 
0.92 

0.44 以下 0.44 以下 

総排水量/総売上百万円あたり 削減率・増加率 -52% -52% 

5 
リサイクル率の向上 

％ 46.80% 
53.82%以上 53.82%以上 

総取扱廃棄物のリサイクル率 +15% +15% 

6 
オフィス用品のグリーン調達 

％ 100% 100% 100% 
グリーン購入リストに挙げた事務用品の購入率 
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９．環境保全に関するその他の取組み 

◆事業所周辺道路の清掃風景（週１回）  

  

      ◆令和 4年 10月 最終処分場搬入道路 草刈り ボランティア 

◆令和４年 9月大篭地区草刈ボランティア支援  

 

 

環境 

コミュニケーション 
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◆令和 5 年 6 月 1 日  

廃棄物のソファーの中から生まれたての子猫を発見！！ 

保健所に引き渡しても処分されたらかわいそう・・・ 

そこで、子猫に「愛久愛海」（あくあまりん）と名付け、坂井商店で保護することにしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和 5 年 6 月ふるさと美化活動参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ さが緑の基金へ 春と秋の年 2 回 緑の募金へ協賛 佐賀の森林整備・緑化推進の一助となっています。 

 

お気に入りの湯たんぽ 社員さんが作ってくれたトイレ 
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◆（一社）佐賀県産業資源循環協会青年部 
不法投棄撤去ボランティア活動参加令和 4年 6月 14日 
不法投棄撤去ボランティア活動参加令和 5年６月 13日         
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外部監査及び表彰歴 

 

年 月 日 外 部 監 査 及 び 表 彰 歴 

平成１８年 ８月 某日 

平成２０年 ３月 ６日 

平成２０年１０月１８日 

平成２１年  某日 

平成２２年 ３月 １日 

♦監査の結果 リコーグループ環境経営報告書 2007に廃棄物処理委託業者として掲載していただきました。 

♦第１１回環境コミュニケーション大賞環境活動レポート部門優秀賞を受賞。 

♦ エコアクション 21全国交流研修大会 in九州くまもと 2008においてエコアクション 21廃棄物部門賞受賞。 

♦ 全産連青年部協議会 ＣＯ２マイナスプロジェクトに登録。 

♦ 第１３回環境コミュニケーション大賞 環境活動レポート部門優秀賞受賞。 



- 34 - 

  

  

年 月 日 外 部 監 査 及 び 表 彰 歴 

平成２２年 ４月２８日 

平成２２年 ６月 ４日 

平成２３年１１月２１日 

平成２４年 １月２９日 

平成２４年 ３月１７日 

平成２４年 ６月 １日 

平成２４年 ９月 ３日 

平成２５年 ３月 ３日 

平成２６年１２月１８日 

平成２７年 ２月２５日 

♦ ㈱リコー社会環境本部より優良事業所として認定していただきました。 

♦ 社団法人産業廃棄物協会より優良事業社表彰をいただきました。 

♦ 佐賀県優良基準適合確認（産業廃棄物収集運搬業・特別管理産業廃棄物収集運搬業・処分業） 

♦ エコアクション 21環境活動レポート大賞受賞。 

♦ 福岡県優良基準適合（産業廃棄物収集運搬業） 

♦ 塩化ビニル管・継手協会様と契約。 

♦ 熊本県優良基準適合確認(産業廃棄物収集運搬業) 

♦ 福岡県優良基準適合(特別管理産業廃棄物収集運搬業) 

♦ 古物営業法に係る古物営業許可取得。 

♦ 第１８回環境コミュニケーション大賞・環境活動レポート部門で優良賞を受賞。 
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年 月 日 外 部 監 査 及 び 表 彰 歴 

平成２７年 ９月１８日 

平成２８年１１月２２日 

平成３０年 ６月１５日 

 

平成３０年 ９月２４日 

 

♦ 長崎県優良基準適合確認（産業廃棄物収集運搬業） 

♦ ＥＡ21 １０年事業者表彰をいただきました。 

♦（公）全国産業資源循環連合会より地方優良事業所表彰を頂きました。 

 
♦ 経済産業省より、おもてなし規格認証を宣言しました。 
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年 月 日 外 部 監 査 及 び 表 彰 歴 

令和 2年 2月 19日 

 

♦ 第 23回環境コミュニケーション大賞 環境経営レポート部門優良賞受賞。 
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10．環境保全検査の測定結果 

（１）中間処理施設（焼却炉 １号炉） 
排ガスの測定記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※は 12％酸素換算値である。 

ＮＤは定量下限値未満を示す。 

 

 

 

 

　ダイオキシン測定年1回　ばい煙測定年2回　燃え殻溶出試験　年１回　　水銀測定年2回以上　

採取箇所 基準値（以下）
2020.7.16
2020.7.31

2020.11.12
2020.12.4

2021.6.10
2021.6.24

2021.10.21
2021.11.4

2022.6.30
2022.7.21

2022.11.11
2022.12.1

2023.6.22
2023.7.7

0.25 0.064 0.065 0.096 0.075 0.041 0.054 0.1

3.93 0.45 0.11 0.10 0.30 0.16 0.38 <  0.094

(参考）２５０ 63 50 66 56 48 69 41

700 62 <　50 <　50 160 <　53 <　78 <　87
2020.7.16
2020.7.31

2020.7.16
2020.7.31

2021.6.10
2021.6.24

2021.10.21
2021.11.4

2022.6.30
2022.7.21

2022.11.11
2022.12.1

2023.8.31
2023.9.7

50 3.7 3.6 14.0 2.3 0.1 0.8 5.7

50 0.2 1.2 5.6 1.9 0.61 0.62 1.4

基準値（以下）

10
2020.11.12
2020.12.4 2.6

2021.10.21

2021.11.10 2.9
2022.11.11
2022.12.1 7.4

サイクロン 3
2020.11.13
2020.12.4 0.00015

2021.10.22

2021.11.17 0.00000078
2022.11.12

2022.12.2 0.00013

3
2020.11.13
2020.12.4 0.00016

2021.10.22

2021.11.17 0.0000015
2022.11.12

2022.12.2 0.00007

基準値（以下）
2020.12.15
2021.1.6

2021.10.26
2021.11.11

2022.6.13
2022.6.29

2023.5.19
2023.6.7

0.3 ＮＤ 0.009未満 0.009未満 0.009未満

0.3 ＮＤ 0.03未満 0.03未満 0.03未満

1.5 ＮＤ 0.1未満 0.1未満 0.1未満

0.3 0.04 0.04 0.04 0.06

0.005 ＮＤ 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

検出されないこと ＮＤ 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.003 ＮＤ 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.3 ＮＤ 0.03未満 0.03未満 0.03未満

15 2.0 1.7 1.9 1.8

ばい煙

ばいじん（g/㎥)※

煙
突
中
央
部
測
定
口

硫黄酸化物（㎥/ｈ）

窒素酸化物（ｃｍ3/㎥）※

塩化水素（mg/㎥）※

水銀(H30.4月～）

ガス状　水銀(μｇ/㎥）

粒子状　水銀（μｇ/㎥）

ダイオキシン

排ガス（ng-TEQ/m3N)

ばいじん（ng-TEQ/g)

燃え殻（ng-TEQ/g)

炉内

燃え殻溶出検査

カドミウム（mg/ℓ）

鉛（mg/ℓ）

六価クロム（mg/ℓ）

ヒ素（mg/ℓ）

水銀（mg/ℓ）

アルキル水銀（mg/ℓ）

ＰＣＢ（mg/ℓ）

セレン（mg/ℓ）

強熱減量（％）
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（２） 安定型最終処分場水質検査記録 

浸透水の水質検査（BOD）毎月/地下水・浸透水の水質検査 毎年 

 

 

R2.7.30 R2.8.21 R2.9.10 R2.10.15 R2.11.13 R2.12.7 R3.1.4 R3.2.2 R3.3.12 R3.4.1 R3.5.7 R3.6.11
R2.8.6 R2.8.28 R2.9.18 R2.10.22 R2.11.20 R2.12.15 R3.1.13 R3.2.9 R3.3.18 R3.4.8 R3.5.14 R3.6.28

ＢＯＤ（mg/ℓ） 0.6 2.8 1.4 1.1 1.1 0.5未満 2.5 1.0 1.4 1.1 0.7 0.7
R3.7.2 R3.8.6 R3.9.22 R3.10.19 R3.11.12 R3.12.3 R4.1.11 R4.2.7 R4.3.7 R4.4.1 R4.5.24 R4.6.30
R3.7.12 R3.8.17 R3.9.29 R3.10.26 R3.11.19 R3.12.10 R4.1.18 R4.2.15 R4.3.15 R4.4.8 R4.5.31 R4.7.7

ＢＯＤ（mg/ℓ） 0.9 0.8 1.5 0.6 0.8 0.8 1.3 0.8 0.9 1.0 1.1 0.8
R4.7.28 R4.8.29 R4.9.22 R4.10.4 R4.11.7 R4.12.5 R5.1.12 R5.2.6 R5.3.6 R5.4.3 R5.5.16 R5.6.13
R4.8.4 R4.9.6 R4.10.12 R4.10.12 R4.11.15 R4.12.13 R5.1.12 R5.2.14 R5.3.14 R5.4.11 R5.5.23 R5.6.30

ＢＯＤ（mg/ℓ） 0.7 1.1 0.9 0.7 0.5未満 0.6 1.5 2.9 1.2 0.8 0.５未満 0.6

令和4年度

令和3年度

令和2年度

分析項目 基準値以下(mg/ℓ）

R3.6.11
R3.6.28
浸透水

R3.6.11
R3.6.28

地下水下流

R4.9.22
R4.10.12
浸透水

R4.9.22
R4.10.12
地下水下流

R5.6.13
R5.6.30
浸透水

R5.6.13
R5.6.30

地下水下流

カドミウム 0.01 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

シアン 検出されないこと ０．１未満 ０．１未満 ０．１未満 ０．１未満 ０．１未満 ０．１未満

鉛 0.01 0.001未満 0.001未満 0.002 0.002 0.001未満 0.001未満

六価クロム 0.05 ０．００５未満 ０．００５未満 0.002 ０．００2未満 ０．００2未満 ０．００2未満

ヒ素 0.01 ０．００１未満 ０．００１未満 0.003 ０．００１未満 0.002 ０．００１未満

水銀 0.0005 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満

アルキル水銀 検出されないこと ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満

ＰＣＢ 検出されないこと ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満 ０．０００５未満

四塩化炭素 0.002 ０．０００２未満 ０．０００２未満 ０．０００２未満 ０．０００２未満 ０．０００２未満 ０．０００２未満

1.1.2-トリクロロエタン 0.006 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

1.2-ジクロロエタン 0.004 ０．０００４未満 ０．０００４未満 ０．０００４未満 ０．０００４未満 ０．０００４未満 ０．０００４未満

1.1-ジクロロエチレン 0.002 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

1.2-ジクロロエチレン 0.04 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

分析項目 基準値以下(mg/ℓ）

R3.6.11
R3.6.28
浸透水

R3.6.11
R3.6.28

地下水下流

R4.9.22
R4.10.12
浸透水

R4.9.22
R4.10.12
地下水下流

R5.6.13
R5.6.30
浸透水

R5.6.13
R5.6.30

地下水下流

ジクロロメタン 0.02 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ベンゼン 0.01 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

トリクロロエチレン 0.03 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

テトラクロロエチレン 0.01 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

1.1.1-トリクロロエタン 1 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

1.3-ジクロロプロペン 0.002 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

チウラム 0.006 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

シマジン 0.003 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

チオベンカルプ 0.02 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

セレン 0.01 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

1,.4-ジオキサン 0.05 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

塩化ビニルモノマー→クロロ
エチレン

0.002 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

水質悪化が認められた場合に講じた措置の内容
年月日

＊地下水・上流は水が出ないため下流のみ検査を実施。 
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地域貢献 環境保全 

      私たちは、坂井商店です。 
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               私たちは廃棄物に向き合い、前進していきます。 

2023 年 9月 12日 発行 

                          有限会社 坂井商店 


